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 家畜や人に病原性を示す主なリステリア属菌は Listeria monocytogenes（以下 Lm）で、

本菌は土壌、家畜、家きん、野生動物など、自然界に広く分布している。リステリア症は、

変敗して菌が増殖したサイレージの給与により感染・発症することが指摘されており、感

染経路によって化膿性脳炎、敗血症や死流産を起こす。 

 また、Lm は食細胞に貪食されてもその中で増殖できる細胞内寄生細菌で、食細胞の殺

菌機構から逃れるとされている。 

 今回、管内２農場で Lm による死産が発生し、対策及び追加検査を実施したので、その

概要を報告する。 

 

【事例１】 

１ 農場概要及び発生状況 

 成牛 44 頭、育成牛 8 頭を飼養している黒毛和種繁殖農場で、WCS、イタリアン、

オーツヘイ、野草及び配合飼料を給与している。 

2019年 1月 18日に、分娩房で母牛 1頭が食欲不振になり、20日に胎齢 260日で

死産、翌 21日に胎子の病性鑑定を実施した。 

２ 病性鑑定 

（１）材料及び方法 

血液検査、解剖検査、病理組織学的検査及び細菌学的検査を定法に従い実施した。

（図 1） 

（２）成績 

①母牛の血液検査所見：総白血球数が 3000/µlに減少し、GOTは 264U/lに上昇してい

た。（表１） 

②剖検所見：体幹や頭部で皮下水腫がみられ、血様の胸水及び腹水が貯留していた。ま

た、肝臓は著しく融解していた。（図２） 

③病理組織学的検査：諸臓器で小型のグラム陽性菌による菌塞栓が認められた。（表２、

図３） 

④細菌学的検査：胎子の全臓器、母牛の胎盤と糞便、未使用敷料から Lmが分離された。

（表３） 



 

 

    

 

    

（３）まとめ 

胎子の諸臓器の血管内に小型のグラム陽性菌による菌塞栓が認められ、胎子の主要

臓器、脳、胎盤及び母牛の糞便から Lm が分離されたため、リステリア症（牛）と診

断した。 

３ 対策 

当該母牛の治療、WCSの給与の中止、牛舎と飼料や敷料を保管している倉庫の清掃

及び消毒を指導した。その後、死産から 2 ヵ月後に母牛の糞便と敷料の検査を実施し

たが、Lmは分離されず、遺伝子も検出されなかった。 

 

【事例２】 

１ 農場概要及び発生状況 



成牛 5頭を飼養している黒毛和種繁殖農場で、飼養形態は単房式、わら、イタリアン、

クローバー、ソルゴー及び丸大豆等を給与している。 

 2019年 5月 13日に胎齢 250日で死産し、同日、胎子の病性鑑定を実施した。 

２ 病性鑑定 

（１） 材料および方法 

血液検査、解剖検査、病理組織学的検査及び細菌学的検査を定法に従い実施した。

（図４） 

（２）成績 

①母牛の血液検査所見：総白血球数が 3500/µlに減少し、GOTは 123U/lに上昇してい

た。（表４） 

②剖検所見：体形異常は認めず、血様胸水の貯留がみられた。また、肝臓と腎臓は著し

く融解しており、脾臓には一部血腫を認めた。（図５） 

③病理組織学的検査：肝臓では多発性に巣状壊死が観察され、壊死巣中心部には小型の

グラム陽性菌の菌塊がみられた。肺では、肺胞や気管支腔内に小型のグラム陽性菌に

よる菌塊、好中球の浸潤がみられた。脳では、大脳の一部血管内に小型の菌による菌

塊がみられた。（表５、図６、図７） 

④細菌学的検査：胎子の全臓器及び脳、母牛の糞便と膣スワブ等の検体全てから Lmが

分離された。なお、肝臓のスタンプ標本をグラム染色したところ、小型のグラム陽性

菌がみられた。（表６） 

    

 

    

 



    

 

    

（３）まとめ 

胎子の主要臓器及び脳の全てから Lmが分離されたため、リステリア症（牛）と診断

した。 

３ 対策 

当該母牛の治療、牛舎の清掃及び消毒を指導した。 

４ 対策後の環境等の検査 

10 日毎に消石灰による消毒を継続したにも関わらず、7 月の環境等の検査において

も 4 牛房の牛床と水浸漬大豆から Lm が分離された。そのため、大豆飼料の給与の中

止と牛床のゴムマットの撤去を指示し、10日毎の消毒を継続したところ、8月及び 11

月に実施した検査において全て分離陰性となった。（表７、表８） 

    

５ 大豆飼料からの Lm分離再現試験 

乾燥丸大豆と農場で使用している水からは Lmは分離されなかったものの、一晩水に



浸漬した大豆から Lmが分離されたことから、当該農場で使用しているバケツ内で Lm

が増殖していたものと推察し、当該農場で使用しているバケツを用いて大豆飼料から

の Lm分離再現試験を実施した。 

（１）材料 

当該農場の丸大豆と蒸留水 

（２） 資材 

当該農場使用バケツ 2個と当所のバケツ 

（３） 方法 

同量の乾燥丸大豆に同量の蒸留水を加え、40時間後の材料（水浸漬大豆）を用いて

Lm分離検査を実施 

（４） 結果 

15時間半後から当該農場のバケツで発酵し始めたものの 40時間後の全ての水浸漬

大豆から Lmは分離されなかった。（図８） 

 

 

【まとめ及び考察】 

管内 2農場で Lmによる死産が発生した。 

2 事例の共通所見として、胎子は臓器、特に肝臓と腎臓の融解度が著しく高く、血様

胸水及び腹水の貯留がみられ、母牛の血液検査所見では総白血球数が 3,000/μL 程度の

減少と GOTの高値がみられた。2事例しかなく、今後も例数を重ねる必要があるものの、

これらの所見があった場合には Lmの関与を疑う必要があると思われた。 

感染源の確定には至らなかったものの、事例 1は石や土が多く混入したWCS、事例 2

は水浸漬大豆が感染源と考えられた。成書には変敗サイレージによるリスクが指摘され

ているが、今回は自家製大豆飼料から Lmが分離されたことから、感染源としてサイレー

ジ以外も考える必要があることが分かった。 

事例 2 では、バケツを洗浄しないままに使い続けたことで、バケツに混入した Lm が

増加したと推察した。飼養衛生管理基準の『器具の定期的な清掃及び消毒等』と『給餌設

備、給水設備等への野生動物の排せつ物等の混入の防止』の遵守で発生予防が可能であ

ったと考えられた。 

これら Lm が関与した死産事例について、県の機関紙『家保通信』で記事を掲載し、

啓発を行った。今後も、変敗飼料の給与による死産リスクについて啓発を続けたい。 


